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新春を迎え、2020年が皆様にとって明るく実りの多い年と
なるようお祈り申し上げます。そして、台風災害の被災地で復
興再生に取り組んでおられる方々、被災地を離れて避難生
活を強いられている方々が、一日も早く穏やかな生活を取り
戻せるよう心より祈念いたします。連合長野は、引き続き復
興・再生に全力を尽くしていくことをお誓いします。
多くの困難や課題を乗り越えて連合長野が結成されてか

ら30年を迎えます。この間、様々な成果をあげた一方、格差の
拡大や将来不安など、時代が変化する中で残された課題も
少なくありません。さらに今後は、人口構造や産業構造の変
化、技術革新など、予測の難しい変化の波に対応していくこ
とが求められます。
社会・経済に目を向けますと、経済は昨年後半より成長率

が低下し、そこに加えて米中の通商問題や中東情勢不安に
よる不確実性の高まりが暗い影を落としていることが、長野県
の経済にも影響が及び始めています。加えて、台風被害も重
なったこともあり、直近の景況感は悪化を示す指標が相次い
でいます。
国民の多くが将来不安を抱いて暮らしている中で、勤労者

世帯の消費行動も慎重な動きが加速しています。また、新自由
主義の政策モデルの下で、経済の金融化とサプライサイドのた
めの規制緩和が推し進められた結果、社会の疲弊が拡大し、
格差・貧困は社会的に許容し得る限度を超えています。経済を
自律的な成長に回帰させ、格差・貧困を縮小していくためには、
人への投資を促進する政策に転換する必要があります。
「人への投資」は、春季生活闘争の大きなテーマでもありま
す。2020春季生活闘争においては、これまで以上に「水準」
を重視した取り組みを引き継ぎつつ、「分配構造の転換につ
ながり得る賃上げ」をめざし、「底上げ」「底支え」「格差是正」
の取り組みを再定義して、組織の内外に賃上げのうねりを広
げ、社会全体のものとしていく「社会的闘争」に取り組みます。

また、長時間労働の是正や、
適切な36協定の締結、「同一労
働同一賃金」などの「働き方改
革」は、職場で働く仲間の声を
反映するために、労使の徹底し
た話し合いによる諸制度の適切
な運用・見直しを通じて、本当の意味で働く者のための「働き
方改革」としていくことが不可欠です。こうした取り組みを通じ
て、職場や暮らしを良くするためのすべての礎は労働組合に
あること、社会にとって「労働組合が不可欠」であるということ
を、強く訴えていこうではありませんか。
私たちの求める安心社会の実現に向けては、政策が担う

べき役割が重要です。しかし、政策は遅 と々して進まないばか
りか、国民の疑念に答えぬまま、合意形成の努力もせず、文
字通りの腕力で法を成立させる今の政治、何も決められない
政治に、いらだちを感じざるを得ません。今ほど、政治のリー
ダーシップが問われる時はありません。政府・与党は真摯に野
党との協議を行い、国民の不安を払拭し、社会を安定させ、
経済を回復していくための政策を着実に実行していくべきで
す。民主主義を大切にし、働く者や生活者、立場の弱い者の
声を受け止めて汗をかくことができる政治を取り戻すための
一年にしなければなりません。
過去からの延長線上に未来を描くことが困難になる中、た

だ漫然と未来を受け入れるのではなく、私たち一人ひとりが
自分の意見を述べ、考えの違う人たちの声に耳を傾け、積極
的に社会に関わりあいながら、主体的に新たな価値を創り出
していくことが求められています。
連合長野は、すべての働くもの、働くことを望む人 を々つな

ぎ、共に行動を起こし、「働くことを軸とする安心社会－まもる・
つなぐ・創り出すー」の実現に向けて邁進します。
本年も、連合長野へのご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2020年1月1日
　連合長野会長　根橋　美津人

不易流行の体現で「私たちが未来を変えよう」



連合長野事務局長
小松　豊（基幹労連）

この度、事務局長に就任しま
した基幹労連・ＩＨＩアグリテック
労働組合松本支部出身の小
松豊と申します。連合長野の
役員としては2年前まで執行

委員を2年務めていました。直近では単組の書記長
でしたので、連合長野運動についてはまだまだ知
識・経験共に不足をしておりますが、精一杯努めてま
いりますので、皆様からのご指導・ご鞭撻を賜ります
よう、よろしくお願いいたします。

連合長野副事務局長
小日向　茂（自治労）

この度、副事務局長として活動
することになりました自治労長野
県本部の小日向と申します。
連合長野の役員として組織内

外の労働者との連携を図り、働く者の視点に立った取
り組みを進め、「働くことを軸とする安心社会」の実現
に向けて、微力ながら努力してまいります。どうぞよろしく
お願いいたします。

連合長野副会長
武田　彰（ＪＡＭ甲信）

副会長を仰せつかりました武田
です。中小労組や金属部門に関し
て担当を致しますが、連合の取り
組みは多岐にわたっており、難しさ

もあると感じています。産業別活動の枠を超えて、世の中
の労働運動がどうあるべきか、働く仲間の皆さんから「頼
りになると感じてもらえる活動」を微力ながら精いっぱい
務めたいと思っております。どうぞよろしくお願い致します。

新役員就任の
あいさつ
（敬称略）
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連合長野執行委員
山口　喜子（ＪＰ労組）

この度、連合長野執行委員
に就任いたしましたＪＰ労組長
野連絡協議会の山口喜子と申
します。男女平等参画推進委

員の経験を活かし、働いている誰もが輝けるような安
心社会を目指し、微力ではありますが精一杯取り組ん
で参ります。どうぞよろしくお願いいたします。

連合長野執行委員
山岸　丈夫（電力総連）

この度、執行委員を仰せつかり
ました長野県電力総連の山岸丈
夫（たけお）と申します。連合長野
の運動方針に則り、長野で働く仲

間と家族の安全と健康と笑顔を守る活動を進めて参り
ます！共に頑張りましょう！

連合長野執行委員
橋本　真伸（農団労）

この度、連合長野執行委員に
就任しました長野県農団労出身の
橋本です。働き方改革によって今、
多くの労働環境が変わろうとしてい
ます。職場では労働問題が山積し

ています。連合が掲げる「働くことを軸とする安心社会」の
実現に向けて連合長野の皆さんと取り組んでいきます。
今後ともよろしくお願いします。共にがんばりましょう！

連合長野執行委員
徳武　由己（電力総連）

この度、連合長野執行委員
に就任いたしました電力総連の
徳武由己と申します。微力では
ございますが、電力関連業界で
働く女性の一員としての視点を

大切に皆様のご指導、ご協力をいただきながら精一杯、
取り組んでいきたいと思っております。どうぞよろしくお
願いいたします。

連合長野執行委員
小川　晃（自治労）

この度、執行役員に就任いた
しました、自治労長野県本部書
記長の小川と申します。大きな
時代の転換点のなかで、地方
自治体・行政の在り方も問われ

ています。公務労働者として、まっとうな公共サービス
を守る視点を忘れずに、微力ながら連合運動の前進
に貢献したいと思います。ご指導よろしくお願いします。

連合長野執行委員
堀内　満波（ＵＡゼンセン）

今期より執行委員に就任しまし
たUAゼンセンの堀内満波と申し
ます。微力ではございますが、組
合員一人ひとりが安心して働ける
ような職場環境を作り上げるため

に、皆様のご指導、ご協力を頂きながら精一杯取り組
んでいきたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。
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台風19号で甚大な被害を受けた被災地の
復興支援に充てるため、寄付金付きのピン
バッジが発売されています。
このピンバッジは復興に向けた合言葉

「ONE NAGANO」と全国ゆるキャラグランプ
リ1位になった長野県のゆるキャラ「アルクマ」
を組み合わせたデザインとなっており１個に
つき100円が県災害対策本部に寄付されます。
連合長野では台風19号災害の復旧・復興に

向けた取り組みの一つとして、寄付金付き
「ONE NAGANOアルクマピンバッジ」の購入
取り組みを行っています。多くの皆さまのご協
力をよろしくお願いいたします。
取り組みについてのお問合せは、各構成組
織、各地域協議会までお願いいたします。

台風19号災害復興支援
ONE NAGANO

寄付金付き アルクマピンバッジの購入取り組み実施中！

「ONE NAGANOアルクマピンバッジ」は、「県内外からボラン
ティアに来ていただいた方も、ボランティアに参加できなかった方も、
復興に向けて想いを一つにしよう」との声から、連合長野が様々な
会議の場での発言や阿部知事への要請によって実現したものです。


